
「従事者等による高齢者虐待の防止」

発生予防から未然防止への取組
～『本当にこのままでいいの？』虐待や不適切ケアのない働きやすい職場を目指して～」

開催
日時

令和７年９月１７日(水)
１０：００～１6：００

（会場）

振興会セミナールーム
横浜市中区山下町23
日土地山下町ﾋﾞﾙ９階

講師

かわさき社会福祉士事務所 所長

川崎 裕彰
受講推奨者

介護福祉関係者
及び興味のある方

初級～上級・
介護職
ケアマネ

社会福祉士，精神保健福祉士，介護福祉士，介護支援専門員
入所施設等での介護職を経て、地域包括支援センターの主任介護支援専門員、
センター長を兼務し、地域ケア会議の仕組みの定着や高齢者虐待の対応および
セルフ・ネグレクト状態にある方への支援に従事。現在は、高齢者・障害者虐待防
止や成年後見等の権利擁護に関する研修講師、ソーシャルワーク、成年後見制
度の後見人等を受任し活動

（受講料）10,000円

身体拘束・虐待防止 権利擁護 《会場開催》

昨今、介護現場では虐待の発生が後を絶ちません。現場では、効率をもとめられ
るあまり、「これって虐待かな？そこまで行ってないよね」「しない方がいいやり方だけど
注意はしづらいし」「利用者さんが嫌がっているわけでもないし」など、と適切とは言え
ないケアが行われていませんか？このような環境や状況が続くことが、職場の誰かが
虐待者に陥ってしまうかもしれません。
そうなる前に、今から虐待防止に取り組みましょう！取り組むための考え方や注意
点などをできるだけ具体的に、私自身も介護職の立ち位置や視点からできるかぎり
わかりやすくご紹介をして、一緒に知識を深め、事業所に帰ってからも研修や勉強
会などで活用のできる資料をご用意しています。皆様の研修実施の一助となれば
幸いでございます。皆様のご参加お待ちしております。

◆事例の共有
・虐待事例を知り、発生要因を考えよう

◆虐待と不適切ケアとは
・不適切ケア（虐待）とは何か ・自分の仕事を振り返ろう

◆権利擁護実践の具体化
・虐待の芽をみつける ・虐待の未然防止と改善対策

◆全体の視点から取り組みを考えてみよう
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